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H月 30日 、最高裁は、徳山ダム住民訴訟の上告不受理を決定ました。名古屋高裁判決は
「蝙

し討ち」です (「やめよ !徳山ダム」 69号参照)。 最高裁の「"国 "勝訴判決であれば、いか

に酷くても日を瞑る一国に追随する一」姿勢がまた表れました。

「徳山ダム裁判」はこれで全て終わりました。徳山ダムに水が貯められつつあります。

しかし「問題」は今なお発生し続けています。徳山ダム
「完成」後の当会の名称変更も含め、

今後の活動について検討していきます。 (運営委員会)

徳山ダム裁判弁護団長・在間正史弁護士から

徳山ダムの岐阜県工業用水についての住民訴訟の上告棄却の決定が11月 30日 にありました。す

でに報道でご存じの通りです。その理由は上告理由に当てはまらないというもので、内容に
ついて検

討したうえでのものではありませんでした。以下、訴訟や判決の内容ではなく、私の私的な感想です。

これで、徳山ダムに関する訴訟は全て終了しました。また、長良川河口堰建設差止請求訴訟から約

30年間にわたつて行つてきた木曽川水系のダム等建設事業に対する訴訟がなくなつてしまいました。

その殆ど全てを当事者として(代理人ではなくその気持ちでいました)行つてきた者として、もうする
こと

がなくなくなつてしまつたという脱力感と亡き村瀬さんの思いに答えるためにも、さらに何かやらなけれ

ばならないという思いが交錯して、何とも言えない状態です。

「科学的合理性を追求して市民的正義と環境保全を実現する」というのが、裁判のある
べき姿と考え

ていることであり、私の訴訟スタンスです。そのために、事実と論理を徹底的に追求した訴訟活動をし

てきました。やればやるほど、事実と論理は厚みを増し、かつ精緻となり、長良川河口堰や徳山ダムの

ダムの有害性と不必要性が明らかになり、分かつていきました。自分としては、やれることはやつて最

市民学習会長良川に徳山ダムの水は要らない
と き :2008年 1月 16日 (水)18:00開場、18:30開始 (～ 20:30終 了予定)

ところ :岐阜市 ハートフルスクウエアG 大研修室
(」R岐阜駅から続きの高架下2F(東側))

基調講演 :「ダムが河川に及ぼす影響」 村上哲生 (名古屋女子大教授)

主 催 :市民学習会実行委員会 (代表 :粕谷志郎 (岐阜大学)事務局 :武藤仁 *)

資料代 :500円                 *090-1284-1298
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11月 24日 市民学習会第2弾 :ム ダ にムダ を重 ね る導 水 路

約 70名 が参加 し、熱心な討論が行われました。伊藤達也さんの基調講演は、「木曽川水

系流域委員会Jに提出した意見書を中心としたものです。木曽川水系ムダ事業ダンゴ3兄弟 (長

良川河口堰・徳山ダム・木曽川水系連絡導水路」を止め、負の連鎖を断ち切りましょう。
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拙速に強行される木曽川水系河川整備計 策定

木曽川水系連絡導水路は要らない !

★  木 曽川水 系流域 委員会 に意 見書を提 出
「徳山ダムをやめさせる会」として、第 7回

。第 8回木曽川水系流域委員会に「意見書」を

提出しました。伊藤達也さんによる「木曽川水系連絡導水路の問題点」が柱です。

(国土交通省中部地方整備局HP  h■ pプ
`wWW.cbr.mlit go.ip/ 

内

<木曽川水系河川整備計画  hupブ/www.晰 sosansen― planjp/>

第 7回 。第 8回 「木曽川水系流域委員会に対して頂いた意見」にアップされています)

河川管理者側は、大いに「反応」して第 8回 。第 9回木曽川流域委員会や、第 3回
。第 4回

ふれあい懇談会で、たくさんの「資料 (反論 ?)」 を出してきました。

しかし、木曽川水系流域委員会委員の多くは、
「木曽川水系連絡導水路」についての基本的

知識さえもなく「何がどう問題なのか、河り|1管理者が何を
"反論"したのか」を理解していま

せん。行政 (のみ)が委員を選定するこの手の"学識者"委員会では、結局のところ行政の提

案を追認する以上のことをする能力がないことが、ここにも表れています。

★ 木曽川水系河川整備基本方針策定
11月 22日 、国交省は木曽川水系河川整備基本方針を官報告示しました。基本方針での木曽

川の「正常流量」 (基準地点=今渡)は、「木曽成戸地点で 50m3/Sを 維持流量とする」こと
から遡つて数値を出しています。この木曽成戸地点=50m3/Sは 、つまるところ 1960年代に

関係行政機関や団体の協議によつて決まつた
「歴史的経緯の踏襲」です。今般木曽川水系河川

整備基本方針策定にあたつて「歴史的経緯というだけでは一」と指標的生物としてヤ
マ トシジ

ミを選んだ、というのです (中部地整担当者―複数―から聴き取り)。 ところが河川整備基本

方針検討小委員会では、出された「数値Jに関わる資料は、ほぼ下のグラフだけです (このグ

ラフには「何の科学的意味もない」ことは、木曽川水系流域委員会委員の関口秀夫議員も繰り

返し指摘しました)。 1997年河川法改正から1           」挙げ句、科学らしき

装いもない維持流量 (=ヤマ トシジミのため)l① 動植物の生息地または生育地の状況  |

画

！

が、890億円のムダの上塗り (木曽川水系 150m3/s(検 証 )
連絡導水路事業)の根拠となるというのは、 ,流量と塩素イオン濃度

ま
ふi薫唇再川忙異曹象曇憂極をlE吉卜i∫量I[〔]#][]
人工構造物を作る 「理由」として、「河川環 |て木曽川大堰放流量

][[i;」〔]デ
?量嚢冒奄釜暑警it魚

|:       F
・  t第 6菌末曹lil栞素孫ぼ萎買墓

~募
署哲蒋より

★ 「要領の良い」流域委員会 ?

第 7回 。第 8回の「徳山ダムをやめさせる会」意見書が出たことに、早速
「反応」力`ありま

した。河川管理者は急ぎヤマほどの補充資料を作りましたが、委員達には通じない (何が問題

だか分からない)。 あまりの惨状に、辻本哲郎委員長の鶴の一声で
「原案提示前に新規事業に

ついて、もう1回審議するため」急速 「第 9回」がもたれました。
「第 9回」では、木曽川水系連絡導水路の説明に長い時間がとられました。辻本委員長苛立

つて曰く「これではどこかの要領の悪い流域委員会みたいに何百回も会議をすることになって
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しまう」。辻本氏は、何が何でも「木曽川水系連絡導水路を来年度予算に間に合わす」ことを

最優先として「要領の良い」 (=ろ くな議論もない)流域委員会を開催してきたということで

す。
「要領の悪い流域委員会」=淀川水系流域委員会 (淀川委)であることは明らかです。 I期
・Ⅱ期淀川委を「目障り」と考える河川官僚達の市民敵視感情が辻本氏に移入されていること

が、端なくも明らかになりました。この発言は、淀川委
。前委員長の今本博健氏から抗議があ

って、次の「第 10回」で取り消さざるをえなくなりました (07.H.28付 朝日新聞記事参照)。

★  河 川整備 計画 (原案 )提示
木曽川水系連絡導水路事業を水資

源機構の事業とするために「予算に

間に合 う河川整備計画策定」に走っ

たのです。H月 22日 の「第 9回」に

続き 28日 に「第 10回木曽川水系流
域委員会Jが開催され、木曽川水系
河川整備計画原案が提示されました。

今、河川法第 16条の 2第 4項の
手続きが行われています。 1月 18
日(金)に 3箇所で公聴会を実施する、

公述人は河川管理者が選定する、と

のことです。HP等での意見受付も
この日で終了する、と。まさに形式

的に「意見を聴いてやる」にすぎま

せん。

木曽川水系河川整備計画(原案)について ご意見をお聞かせ下さい :

http://www.kisosansen―plan ip/kOuchOrindcx.htinl

朝日新聞 07.11.29

木曽川水系河りll整備計画(原案)について 公聴会を開催します ! ～公述人募集中～
http://www kisosansen―planjp/kouchou/index2 html

長良川河口堰建設反対運動など全国的な運動をもつて「一歩 (だけ)前進」した河り|1法の理
念を、河川管理者とその意を呈した学者連中が踏みにじる… 全国に蔓延るそうした雰囲気の
中で「木曽川水系河川整備計画策定」が行われようとしています。

中日新聞 07.12.02

東海TV「約束」グランプリ
回
目

東海テレビ制作の 「約束～日本一のダ

ムが奪 うもの～」が、「地方の時代」映

像祭 2007の グランプリに輝きました。
「国は編す」… 約束を反故にされた
徳山村村民の怒 りと悲嘆を描いています。

「やめよ !徳山ダム」 徳山ダム建設中止を求める会 代表 :上田武夫
編集責任 :近藤ゆり子  事務局 〒503¨ 0875 大垣市田町1-20-1
TEL/FAX 0584-78-4 1 1 9 Emailitokuyama‐ dam@csidCoCom
URL:llmノ 7/tokuyama― dam.cside.com/

郵便振替 :00800-7-31632   年会費 2000円
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